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山陽小野田市長

藤田 剛二

▪生年月日：昭和 34 年（1959 年）10 月
19 日生まれ（57 歳）

▪学歴：小野田市立赤崎小学校／小野田
市立竜王中学校／山口県立小野田高等
学校／東京理科大学工学部機械工学科
／米国ノースイースタン大学情報シス
テム修士課程

▪職歴・その他：株式会社 NTT データ／
富士商株式会社／山口経済同友会代表幹
事／社団法人小野田青年会議所理事長／
小野田商工会議所青年部会長／厚狭法人
会青年部会長／小野田はってんクラブ会
長／山口東京理科大学非常勤講師（リー
ダーシップ論）／小野田政経塾代表／山
口県経営者協会 OTiS（後継者・若手経
営者の会）会長 等

▪家族：妻，娘 3 人の 5 人家族

▪趣味：読書，音楽（ロック），ゴルフ

▪好きな言葉：志動（強い志をもって機敏
に動く）

▪尊敬する人物：吉田 松陰（卓越した志
と行動力）

▪好きな食べ物：蕎麦

Profile

就任のごあいさつ

　4 月 24 日に第 2 代山陽小野田市長に就任した藤田剛二で

す。「夢と活力あふれる明るい未来」を市民のみなさんと一緒

に創ってまいりますので，温かいご理解とご協力を賜ります

よう，よろしくお願いいたします。

　行政の仕事は大別して 3 つあると考えています。①業務遂

行 ②課題解決 ③未来創造。どれも大切ですが，目の前のこ

とばかりに集中して，将来に向けた取り組みを疎かにすると

世の中の大きな流れに取り残されてしまいます。国は地方創

生の中で「がんばる地域を全力でサポートする」と発信して

います。財政基盤を備えた「自立できるまち」を自分たちの

手で創るために，私たちみんなで汗を流していく覚悟が必要

です。

　人口減少，少子高齢化という最大の課題に対しての特効薬

はありません。地域の特性を生かしたまちづくりを地道に進

めるしか方法はないと思います。そうやって若い人たちにとっ

ても，魅力的なまちを創る，明るい未来を創る，これこそが

市長として最も大切な仕事の一つであると考えています。

　業務遂行や課題解決については市民のみなさん，企業のみ

なさん，団体のみなさんのご意見ご要望をしっかりお聞きし

ながら，市民サービスの向上に努めてまいります。命を守る

防災・防犯対策，暮らしを守る医療・福祉・子育て支援，厚

狭駅・小野田駅周辺の拠点整備，企業誘致や商工業・農林水

産業をはじめとする産業振興などにも力を注ぎ，市民一人ひ

とりが支えている地域の力，すなわち「人とのつながり」を

大切にしてまいります。

　新市が誕生して 13 年目に入りました。各地域の良いとこ

ろが沢山あります。歴史・伝統・文化・自然・スポーツなど

の資源を生かした，地域バランスの取れたまちづくりを進め

てまいります。特に，山口東京理科大学は山陽小野田市の最

大の財産であり，その知的・人的資源を生かして地域の活性

化を図ります。

　私は市長として，市民のみなさんのご期待にお応えできる

よう，精一杯の努力をしてまいる所存ですが，一人の力は限

られています。産学公民連携，みんなで「いいチーム」をつ

くることからスタートします。ぜひとも私たちの力を結集し

て，みんなで明るい未来を創っていきましょう。


